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１  第１学年１組 生活科学習指導案 

 指導者 外尾 幸恵 

  

１ 単元名  たのしい あき いっぱい（総時間２１時間） 

 

２ 指導観 

 ○ 本学級の児童１４人（男子９人，女子５人）は，「なつがやってきた」において，水遊びや

シャボン玉などの遊びを楽しむ学習ができた。しかし，まだ自分中心での活動が主で，周り

の人と関わりながら活動しようという意識や，工夫してもっと楽しく活動しようという意識

は薄い。 

校庭に虫が見られるようになると，休み時間に虫捕りをする子どもが増えてきた。しかし，

捕まえることを楽しむことがほとんどで，自然の様子に目を向けようという意識はまだあま

り育っていない。また，学習したことを振り返り，表現することについては，したことや思

ったことを絵や文で表現したり，自分や友達のよさや頑張りに気付いたりするまでには至っ

ていない。 

○ 本単元は，学習指導要領の内容（５）「季節の変化と生活」（６）「自然や物を使った遊び」

を受けて設定した。身近な自然を観察したり，利用して遊んだりする活動を通して，それらの

違いや特徴を見付けたり，遊びや遊びに使う物を工夫してつくったりすることができ，その

面白さや自然の様子や四季の変化，自然の不思議さに気付くとともに，それらを取り入れ自

分の生活を楽しくしようとしたり，みんなと楽しみながら遊びを創り出そうとしたりするこ

とを目指している。本単元では，秋の自然の中で，秋の物を見つけたりそれを使って遊んだり

する活動を通して，自然の様子や特徴，面白さなどに気付き，進んで自然に関わったりもっと

楽しくなるように工夫したりすることで，身近な自然を取り入れることで自分の生活をより

楽しいものにすることができるようにすることをねらいとしている。また，友達との関わり

合い方を学び，人との関りのよさや楽しさを味わったり，豊かな人間関係を築いたりする上

でも，たいへん意義深いものと考える。 

 ○ 本単元の指導に当たっては，導入で秋を感じる物についてたずね，その話題を交流し合い

ながら，秋の自然に対する興味や関心を持てるようにする。また，校庭で秋見つけをする際

には，休み時間などにも見つけた物を集めて良いことを伝え，興味や関心を高めていくよう

にする。それを使って制作活動をすることで，「あきっていいね。」という気持ちをさらに強

め，みんなで秋を楽しもうとする気持ちを引き出すことができるようにしたい。 

   追究する段階では，集めた材料で自由に遊びながら，友達と交流していくようにする。そ

して，共通した遊びについて試行錯誤する機会を設ける。そこで出た気づきや疑問を共有す

る活動を通して，「もっと○○したい」や「○○さんみたいにしたい」などの児童の「本気」

を引き出したい。 

   深める段階では，それぞれの遊びについて，どう変わってきたかを問いかけ，児童の気づ

きを認めたり称賛したりする。児童同士が互いに知恵を出し合い試行錯誤してきた作品や遊

びを通して，よりよいものになったことを実感させることで，自分自身の成長に気付かせ，
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達成感につなげたい。また，単元終了後もいろいろな人と関わることのよさを繰り返し味わ

えるようにしていきたい。 

   食育については，芋掘りで掘ったさつまいもを持ち帰り調理してもらった経験を出し合う

ことで，それに関わるたくさんの人がいることに気付かせ，食物や人に感謝する気持ちへと

つないでいく。感謝の気持ちを，あきまつりで誰に，どのように伝えるかを話し合って決め

ていく。 

○ 食育の指導に当たっては，さつまいもを育てたり収穫したりすることを通して，その大変

さや喜びを味わい，食べ物のありがたさやそれに関わる人が多くいることに気付くことがで

きるようにしたい。また，持ち帰ったさつまいもを各家庭や施設に協力してもらい，調理し

てもらって食べることで，さらにその気付きを深め自分の生活を振り返ることができるよう

にする。 

 

３ 単元の目標と評価規準 

 ○単元の目標 

   秋の自然と関わる活動を通して，遊びや遊びに使う物を工夫してつくったり，身近な自然

の違いや特徴を見付けたりすることができ，自然の様子や四季の変化に気付いたり，遊びの

面白さや自然の不思議さに気付いたりするとともに，身近な自然を取り入れ自分の生活を楽

しくしようとすることができるようにする。 

 ○評価規準 

知識・技能 

○ 秋の自然と関わる活動を通して，自然の様子や四季の変化，季節によ

って生活の様子が変わること，遊びや遊びに使う物を工夫してつくる

ことの面白さ，みんなでアイデアを出して計画することの大切さや楽

しさ，自然の不思議さに気付いている。 

思考・判断・表現 

○ 秋の自然と関わる活動を通して，身近な自然の違いや特徴を見付け

たり，身近な自然を使って，遊びや遊びに使う物を工夫してつくった

り，楽しくなるよう考えたりしている。また，あきまつりを成功させる

にはどうしたらよいか考え，話したり書いたりしている。 

主体的に学習に 

取り組む態度 

○ 秋の自然と関わる活動を通して，身近な自然を取り入れ，みんなと楽

しみながら遊びを創り出したり，みんなで協力して計画を立てたりし

ながら，自分の生活を楽しくしようとしている。また，友達の話を興味

を持って聞くなど，人と関わることを楽しもうとしている。 

 

４ 食育の視点   

食事の重要性（重） ◇食べ物に興味・関心をもち，楽しく食事ができる。 

心身の健康（健） ◇好き嫌いせずに食べることの大切さを考えることができる。 

食品を選択する能力（選） ◇色々な食べ物や料理の名前がわかる。 

感謝の心（感） ◇食事のあいさつの大切さがわかる。 
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５ 指導計画と評価計画（総時数２１時間） 

主な学習活動・内容 指導・支援上の留意点 評価規準及び評価方法 

１ こうていであきをさがそ

う。 

（１）校庭で，秋の草花や虫な

どの動植物を観察したり

集めたりする。① 

 

（２）夏の様子と比べて変わ

っているところを出し合

ったり，見つけたことを

カードに書いたりする。

① 

 

２ こうえんであきをさがそ

う。 

 

３ はっぱやみであそぼう。 

（１）グリーンパークに行き，

遊んだり自然を観察した

りする。⑤ 

 

（２）今津公園で，秋の自然の

中で遊んだり，葉や木の

実などの自然物を使って

遊んだり簡単なおもちゃ

を作って遊んだりする。

② 

 

（３）遊んだり見つけたりし

たことをカードに書く。

① 

 

４ あきのおもちゃをつくろ

う。 

（１）集めた材料を使って，

考えた遊びやおもちゃな

どを，工夫して作る。① 

 

 

○ 夏と比べて考えることが

できるよう問いかけるなど

して，季節が変わったことを

意識できるようにする。 

○ 一人一人が見つけたこと

を全体に広め，共有できるよ

うにする。 

 

 

 

○ 夏との違いに気付いたり，

季節の遊びの楽しさに気付

いたりできるようにする。 

○ 後日学校でも続けて遊べ

るよう，気に入ったものを集

めて持ち帰るようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ それぞれが自由に思いつ

いた遊びやおもちゃを作り

ながら，自然に交流できるよ

 

 

【思・判・表】 

 幼児期や日常の経験を思い

起こして，秋の自然の特徴を

探している。（発言・行動観察） 

【知・技】 

 色や形，においなど，秋の

校庭の自然の様子と，夏の校

庭の自然の様子との違いに気

付いている。 （発言・ワー

クシート） 

【知・技】 

 身近な自然の様子が，夏か

ら秋になって変化しているこ

とに気付いている。（発言） 

 

 

 

 

【思・判・表】 

 秋の自然物を使うと，どん

な遊びになりそうかを想像し

ながら，遊びに使う自然物を

選んでいる。（行動観察・ワー

クシート） 

 

 

 

 

 

 

【思・判・表】 

 さまざまな自然物を試しな

がら比べ，材料を選び，おも

ちゃをつくっている。（発言・
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（２）友達と一緒に遊び，も

っと楽しく遊べるように

工夫する。② 

 

５ みんなであきまつりをし 

よう。 

（１）あきまつりの計画を

立てる。① 

 

（２）必要なものを準備し

たり作ったりする。⑤ 

 

（３）工夫したもので，み

んなで遊びを楽しむ。

<本時>① 

 

 

 

 

（４）作ったり遊んだりし

たことについて振り返

る。① 

 

うにする。 

○ 友達と交流することで，工

夫や発見を共有できるよう

にし，よりよいものへと作り

替えていけるようにする。 

 

 

○ 遊びだけでなく，ルールを

作ったり環境を整えたりす

ることにも気付くことがで

きるようにする。 

 

 

○ 途中で役割を交代し，みん

なが十分に活動を楽しむこ

とができるようにする。 

 

 

 

 

○ これまでに作ったものや

活動の様子の写真などを見

せ，学習を振り返ることがで

きるようにする。 

行動観察） 

【主】 

 試行錯誤しながら，秋の自

然を生かした遊びを楽しもう

としている。（発言・行動観察） 

 

【主】 

 みんなで協力して計画を立

てようとしている。（発言・行

動観察） 

【主】 

 自分で遊びをつくり出す面

白さを実感し，遊びを創り出

そうとしている。（発言・行動

観察） 

【思・判・表】 

 あきまつりを成功させるに

はどうしたらよいか考え，行

動している。（発言・行動観察） 

【知・技】 

 自分が遊びを創り出したこ

とで，みんなが楽しく遊ぶこ

とができるようになったこと

に気付いている。（発言・ワー

クシート） 

【主】 

 自分で遊びを創り出す面白

さを実感し，これからも遊び

を創り出そうとしている。（発

言・ワークシート） 

【食（感）】 

 さつまいもを食べるまでを

振り返って，そこに関わった

人々へ感謝する気持ちを伝え

ようとしている。（発言・行動

観察・作品） 
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６ 本時の学習 令和２年１１月１３日（金）  第５校時   於 教室・生活科室 

（１） 主 眼 あきまつりが成功するよう考えて行動することで，みんなが楽しく遊ぶこと

ができることに気付き，生活を楽しくしようとすることができるようにする。 

（２） 準 備 児童・・・作ったおもちゃなど 

教師・・・店番交代の音楽・振り返りカード 

（３） 展 開 

主な学習活動 ○ 指導・支援上の留意点 【観点】評価規準（評価方

法） 

１ 前時学習を想起し，本時のめあてを確

かめる。 

 

 

 

２ つくった遊びやおもちゃで遊ぶ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

３．本時の学習を振り返る。 

 （１）カードに書く。 

 （２）書いたことを発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 前時までに，みんなで秋を楽しむために遊びやおもち

ゃを工夫してきたことを想起させる。本時は，自分の担

当する遊びの説明などをしたり，ルールを守って遊んだ

りすることを確認する。 

 

○ 途中で音楽が鳴ったら，店番とお客さんを交代する。 

【思・判・表】 

 あきまつりを成功させるにはどうしたらよいか考え，行

動している。（発言・行動観察） 

 

 

 

 

 

 

【知・技】 

 自分が遊びを創り出したことで，みんなが楽しく遊ぶこ

とができるようになったことに気付いている。（発言・ワ

ークシート） 

○ 自分ががんばったことやうれしかったこと，友達の

良かったところをカードに書き発表することで，自分

自身のがんばりに気付くことができるようにする。 

○ 振り返りを全体で交流し，活動についてまとめること

ができるようにする。 

○ 活動中の児童の姿やカードをもとに，工夫して活動し

た児童を認めることで，次時への意欲付けができるよう

にする。 

○ 次時は，これまでの振り返りをすることを予告する。 

 

 

めあて みんなで たのしく １ねん１くみあきまつりをしよう。 

＜環境づくり＞ 

・こすりだし 

・秋のものでアート 

・パソコンで秋の絵を描く 

・作ってもらったおいもりょうりコーナ

ー 

おきゃくさんにこまのじょうずな

まわしかたをおしえてあげたら，よろ

こんでくれたのでうれしかったよ。 

すきなものをえらんでアクセサリ

ーを作れたから，たのしかったよ。 

＜遊びやおもちゃ＞ 

・どんぐりごま 

・どんぐりロケット 

・さかなつり 

・まといれ 

・やじろべえ 

・こすりだし 

・アクセサリー 

・ようふく 
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７ 授業の実際 

  学 習 活 動 教師のはたらきかけと児童の反応 

＜５（２）４／５時 から＞ 

１ 持ち帰ったサツマイモ

について想起する。 

 

２ どんな食べ方をしたか

紹介する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 食べた料理を知っても

らう方法を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

T この前みんなで掘って持って帰ったサツマイモはもう食べま

したか？どうだった？ 

C おいしかった！ 

T 先生も，スイートポテトやいもけんぴにして食べました。 

T みんなもどんな料理をして 

もらったか，教えて下さい。 

C 焼きいも 

C みそ汁 

C 天ぷら，・・・（以下いろ 

いろな料理名が出る）。→ 

 

T 写真や料理の仕方を教えてもらって持っ

てきてくれたお友達がいるの

で，お話ししてくれますか？ 

C さつまいもごはんを作ってもら         

いました。 

C これはさつまいもピザです。 

C スイートポテトの作り方は，・・・（レシピを 

見ながら話す）。 

T いろいろ作ってもらいましたね。良かったね。 

T みんなが教えてくれたものを，秋祭りに来てくれた人に知っ

てもらえるようにするには，どうしたらいいかな？ 

C 紙で作ったらいいよ。保育園の時作ったことがあるよ。 

T でも，サツマイモ 

みたいに丸くできる 

のかな？ 

C 新聞紙を丸めて 

紙で包んだらいいよ。 

 

T 他にも何かできる方法はあるかな？ 

C 絵に描いたらいいよ。 

T それもいいね。じゃあ，みんなで 

食べた物を作ったり描いたりして，サツマイモ料理コーナー

を作ろうね。 
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＜本時から＞ 

１．前時学習を想起し，本時

のめあてを確かめる。 

２．つくった遊びやおもち

ゃで遊ぶ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．本時の学習を振り返

る。 

 

 

 

 

T A グループがお店屋さんです。スタートします。 

C いらっしゃいませ～！ 

T どうやっておすすめするの？ 

 

 

 

 

 

 

C おめでとう。 

C もう一回いいですよ。 

C 自分で作るか買うか選べますよ。 

 

 

          C 落ち込むのは早いですよ。 

２０回までできますよ。 

 

T 自分ががんばったことやうれしかったこと，お友達のよかっ

たところを書きましょう。 

T 自分のことを発表してください。 

C たくさんの人に来てもらってうれしか

ったです。 

C 自分のお店がいっぱい売れてうれしか

ったです。 

C 「ありがとう」と言われてうれしかったです。 

T 友達のことを発表してください。 

C 「やっていいですか？」って聞いたら，すぐに準備してくれ

てうれしかったです。 

C 笑顔でお迎えしてくれてうれしかったです。 

T こんなに「うれしい」って出るのはどうしてかな？ 

C みんなでがんばったから。 

T みんなが自分のことをがんばったから，みんながうれしい気

持ちになったんだね。 

T 今日のお店屋さんは 

TC 大成功！ 

C （毛糸に）つかないよ

～。 

 

C ここに書いてる

よ。 

 

C こうやってするといいよ。 
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＜考察＞ 

 手立て１つながりや関わりを豊かに創り出す子どもを育む条件を備えた地域素材の教材化 

     毎年，生活科の学習「まちたんけん」にてよく訪れる今津公園は，程よい広さできちんと

整備されており，学年規模で活動しやすいところである。特に秋は，広場にバッタやコオロ

ギなどいろいろな虫がいたり，どんぐりがたくさんあったりして，学習に最適である。ま

た，遊具で遊んだり，小山を駆け下りたりなど自由に遊べるので，子ども達は開放的な気分

になり，いろいろな楽しみ方ができる。十分に活動時間を取ることで，次第に活動の幅が広

がり，友達と自然や遊具を使った遊びをしたり，競うようにたくさんの秋のものを集めたり

することができた。 

手立て２地域の「ひと・もの・こと」とのつながりや関わりを大切にした学習過程の工夫 

例年１年生は，春に学級園と地域のふれあい農園の２カ所にサツマイモを植えている。特

にふれあい農園では，地域の方と一緒に植えたり収穫したりしている。その交流をもとに，

収穫したサツマイモを一緒に食べたり，秋祭りに招待したりする計画を立てることで，より

地域を身近に感じ感謝の気持ちを持ったり，自分たちで作ったものを大事に食べようとする

気持ちを育んだりすることができると考える。 

手立て３気付きの質やものの見方，考え方を高め，学びの深まりを実感するための話し合い活

動の工夫 

集めた材料を使っておもちゃを作る段階で，多くの子ども達は「どんぐりごま」を作るこ

とに夢中になった。いくつも作っていくうちに，穴を開ける場所や軸の長さを調節するとよ

く回ることに気付き，自分の「どんぐりごま」を改良していった。そのうち作った「どんぐ

りごま」で友達と競争して楽しむようになり，より長く回るようにするにはどうすればよい

かを考え始めた。学習活動の中で子ども達は自然とお互いに会話し，情報交換しながら試行

錯誤を行った。そこで，これまでにわかったことや困っていることを共有するために，掲示

板を作って貼り出した。それを見ることで，自分の知りたい情報を手に入れ作品を改良した

り，困っている友達に教えたりする活動を自然と行うことができた。 

 

＜成果＞ 

 ・主体的に「ひと・もの・こと」と関わり，楽しく遊びを創り出す力 

   自分の作った遊びをよりよいものにしていく上で，人と交流することは欠かすことのでき

ないものである。それを続けることで，自ら情報を得るために人と関わる姿が見られ，より

楽しく遊びを創り出していくことができた。ま

た，それを楽しむことで，自分だけでなく友達

の活動の様子を見て，その良さを見付けること

もできた。 
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・食への興味・関心の高まり 

   サツマイモを育てて収穫したり，持ち帰ったりすることで，食べたいという意欲が高まっ

た。さらに家庭で調理してもらうことで期待が膨らみ，よりおいしかったと満足することが

できたと考える。また，食べた料理について学級で共有することで，次はこんな料理が食べ

たいと考えるようになり，もっといろいろなことを知りたいという欲求につながっていっ

た。 

   給食においても，事前に献立を書いておくようにしたり，献立の説明をしたりすることを

続けていくうちに，給食の時間を楽しみに思う子どもが増えた。献立の材料などに興味をも

ち，栄養教諭に進んで質問する様子が見られるようになった。また，食に関する絵本の読み

聞かせを通して，食べ物を大事にする気持ちを高めることができた。 

 ・子どもの意識の流れを大切にした学習過程 

   コロナ禍での授業実践ということで，当初計画していた学

習計画では進められなくなり，変更を余儀なくされた。採れ

たサツマイモを学校で食べる予定だったが，各自，持ち帰っ

て家庭で調理してもらった。その様子や過程を表現する方法

として，子どもから「紙で作ったらいい」とアイデアが生ま

れた。食べた料理を再現した作品を作ったり，絵に描いたり

して表すことができた。また，調理したものの写真を提供し

て下さる家庭もあった。 

   学習を深める段階では，秋を十分楽しむことができた喜び

を伝えようと，秋に感謝のお手紙を書くことを取り入れた。

集めた秋のものを自然に返す時に，その手紙を読み，秋の学習を振り返って季節を改めて感

じたり，次の冬もまた楽しもうという気持ちを持ったりすることができた。 

 

 

 

＜課題＞ 

 ・指導計画の見直し 

   本来なら，これまでにお世話になった方などを招待して秋まつりをしたり，一緒にサツマ

イモを食べたりする計画であったが，今年度はそれができず今回のように指導計画を変更し

た。食育という面からも，地域の方や友達と一緒に食べるということは低学年では大切だと

考える。よりよい実践にするためにも，別の方法を考えることも必要だと感じた。 

 ・家庭との連携の難しさ 

   サツマイモを持ち帰る前に，各家庭に献立や調理の様子など，子ども達が分かる範囲で見

せたり知らせたりしていただけるようお願いしておいた。それを学校で生活科の学習時に子

ども達に尋ねるということも，子ども達にも伝えていた。家庭によっては写真やレシピを持

たせたり，いろいろな調理法で何度か作ったりしていただいた。しかし，協力が難しい家庭

もあり，連携の仕方の工夫を考える必要がある。 
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２  第６学年１組 総合的な学習の時間指導案 

指導者  廣石 照子 

 

１ 単元名 １２歳の力で ～「食」×ＳＤＧｓグルメにチャレンジ～ 

      

２ 指導観 

○ 本学級の児童（男子５名，女子８名）は，男女共に仲が良く，学習に対して何事にも真面

目に取り組む。調べ学習などで個々の発表する場においても，興味をもって聞き，自分の考

えを深めたり，アドバイスをしたりするなど積極的に行っている。 

「食」に関する学習では，３年生の国語科・総合的な学習の時間では「松北大豆大作戦」，

４年生の社会科・総合的な学習の時間では「我が町の誇り猿喰新田！ＰＲ大作戦！」の学習

を通して，「ひと・もの・こと」を食と結び付けながら郷土を愛し，誇りに思う心が育ってき

ている。また，「食」に対する関心が高いことから，給食時間には食材や味について会話をし

ている姿がよく見られる。しかし，「家で料理をしている・手伝いをしている」という児童は

少なく，「作ってもらって食べるだけ」という児童がほとんどである。 

そこで，本単元を通して，料理をしたり，農作物等を育てたりする人の思いや願いに気付

いてほしいと考える。また，自らも料理をすることで健康的な食事の在り方を考えたり，食

生活をよりよくしようとしたりする意欲を育てたい。そして，一連の学習活動を通して，食

べ物を大事にし，食量の生産等に関わる人々へ感謝する心を育んでいきたい。 

○  本単元は，家庭科・体育科保健領域等で学習した内容を関連させ，さらに追究してみたい

「食」に関するテーマを課題とし，個やグループで調べ，発表し合う活動を通して，食育の

視点でもある心身の成長や健康の保持増進の上で望ましい栄養や食事のとり方を理解し，自

ら管理していく能力を身に付け，食事の喜び，楽しさを実感することができると考える。ま

た，感謝の心や日々の暮らしの中でできるＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の視点をもつこ

とができる意義深い学習である。 

○ 本単元全体を通して，探究的な学習にするために以下のような学習過程を工夫する。 

① 課題の設定 

導入では「なぜ食べるのか」ということについて考えさせる。修学旅行で行く予定であ

ったレストランの料理の写真を見ながらバイキング形式での食事疑似体験活動を通して，

栄養バランスを考えた食事について振り返る。選んだ食事は揚げ物が多いことに気付き，

次にそのような食生活を続けるとどんなことが起こるのか，実験を通して，疑問や関心を

高める。野菜不足（食物繊維）や塩分・糖分・脂肪の摂り過ぎ，運動不足などの健康によく

ない生活の積み重ねで健康によくない生活習慣の積み重ねが生活習慣病を引き起こすこと

を知り，そこからまた新たな課題を見設定する。 

② 情報収集 

自らの課題解決を行うため，情報を取り出したり集めたりし，友達と意見交換をしなが

ら必要な情報を確定していく。その際，資料やインターネットを活用した調べ学習をした

り，必要に応じて栄養教諭の話を聞いたりすることなど健康を考えた食事をしていこうと
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する意欲を高め，自分の食生活に生かそうとすることができるよう学習方法を工夫する。 

  ③ 整理・分析 

収集した多様な情報を思考ツール（クラゲチャート・ＫＪ法・Ｙチャート等）を活用し

ながら整理したり分析したりして，思考する活動へと高めていく。種類ごとに分ける等し

て整理したり，細分化して因果関係を導き出したりして分析する。このような学習活動を

通して，収集した情報を比較したり，分類したり，関係づけたりして情報内の整理してい

く。 

 ④ まとめ・表現 

   情報の整理・分析を行った後，人に伝えたり自分自身の考えとしてまとめたりするため

の活動を行う。そこで，食事の重要性，健康的な生活を送るためにはバランスのとれた食

生活が大切であることを理解したことを踏まえ，献立作りに取り組ませる。また，考えた

献立を友達やＧＴ（栄養教諭）伝えたいという意識を高め，相手や目的意識を明確にする。

さらに，友達にアドバイスをもらったり，ＳＤＧｓとのつながりを生かした献立ができな

いか提案しながら修正したりする活動を繰り返すことで自分自身の考えや新たな課題を自

覚させる。 

    このように繰り返し探究的な学習を行うことで，単元終了時には持続可能な社会づくり

に児童自身も主体的に参画しようとする意識をもたせるとともに健康で生き生きとした生

活を送ることを目指し，一人一人が食事の在り方や望ましい食習慣を身に付け，自らの健

康管理が出来るような児童を育てていきたい。 

 

３ 単元目標            

知識・技能 ○情報収集を比較，分類，関連付けるなど，探究の過程に応じ

た技能を身に付ける。 

○健康や食についての理解を深め，食に関連する「人・もの・

こと」とのつながりや関わりの大切さに気付く。 

思考・判断・表現 ○実生活での体験活動等を通して課題を設定し，課題解決に向け

て計画を立てることができる。 

○効果的な情報収集の方法を自分なりに考え，課題に合わせて思

考ツール等の手段を選択することができる。 

○相手や目的，意図に応じて分かりやすくまとめ，工夫して表現

することができる。 

主体的に学習に 

取り組む力 

○課題解決のために自ら計画を立てて取り組み，主体的に調べよ

うとしている。 

○友達と主体的・協働的に学習に取り組もうとしているとともに

心身の成長や健康の保持増進の上で望ましい栄養や食事のとり方を

考え，実践しようとしている。 

○学んだこと，感じた思いや願いを生かし，自分自身の生活を見

つめ直し，これからの生き方に生かしていこうとする。 
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４ 食育の視点 

食事の重要性（重） ◇食事の重要性，食事の喜び，楽しさを理解する。 

心身の健康（健） ◇心身の成長や健康の保持増進の上で望ましい栄養や食事のとり方

を理解し，自ら管理していく能力を身に付ける。 

食品を選択する能

力（選） 

◇正しい知識・情報に基づいて，食品の品質及び安全性等について

自ら判断できる能力を身に付ける。 

感謝の心（感） ◇食べ物を大事にし，食料の生産等に関わる人々へ感謝する心をも

つ。 

社会性（社） ◇食事のマナーや食事を通じた人間関係形成能力を身に付ける。 

食文化（文） ◇各地域の産物，食文化や食に関わる歴史等を理解し，尊重する心

をもつ。 

 

５ 指導計画と評価計画（総時数時間２２時間） 

主な学習活動・内容 指導・支援上の留意点 評価規準及び評価方法 

１ 日常の食事や使われて

いる食品について話し合

う。③            

（１）なぜ食べるのかを考

「食」に関することを話

し合う。① 

 

（２）バイキングレストラン

に行ったつもりになっ

て，食事体験をしよう。   

① 

 

（３）「食」に関するよい点や

問題点について話し合

う。① 

 

 

 

 

 

２  生活習慣病の予防につ

いて考える。⑦           

（１）健康な血管と狭くなっ

た血管を比べて，気付い

 

 

 

○ 話し合いが深まるよう

に視点を示し，これからの

活動についての意欲を高

める。 

○ 自分の食生活をふり返

らせる手立てとして，バイ

キングに行ったと想定さ

せ，食事疑似体験を設定す

る。 

○ 自分の食事は栄養のバ

ランスが整っていたのか，

食事の量は適していたの

か，見直す。これにより，

自分の食生活の課題を明

確にさせ，改善に向けた具

体的な対策を立てること

ができるようにする。 

○実験を通して，健康によく

ない生活習慣の積み重ねが

生活習慣病を引き起こすこ

とに気付くことができるよ

 

 

 

【主】【食(重）】 

「食」に関心をもち，意欲

的に学習に取り組もうとし

ている。（発言分析，記述分

析） 

【主】【食(健)】 

他者と意欲的に関わり，自

分らしさを発揮して進んで

取り組もうとしている。（発

言分析，行動分析） 

【思・判・表】【食(健)】 

食事のとり方を見直した

り，他者と関わったりする中

で課題を設定することがで

きる。（発言分析・行動分析） 

 

【知・技】 

健康によくない生活習慣

の積み重ねが生活習慣病を

引き起こすことを理解して

いる。（記述分析） 



22 

 

たことを話し合い，疑問

を出し合う。① 

 

 

 

 

 

（２）課題別に調べ学習を行

う。② 

 

（３）調べた情報を整理・分

析し，伝えたい内容をま

とめる。③ 

 

 

（４）調べたことを伝え合

う。① 

 

 

 

３ バランスのとれた食生

活を考える。⑪ 

（１）１食分の献立づくりに

ついて提案し，見通しを

もつ。① 

 

 

（２）朝食・昼食・夕食，３

つのグループに分かれ，

献立作りをする。② 

 

 

（３）出来上がった献立を分

析・整理し，どのような

発表を行うか，グループ

で話し合う。② 

 

（４）発表の準備をする。② 

うにする。 

○ 生活習慣病についての

疑問や予防の方法につい

て関心をもたせ，課題を見

付けることができるよう

にする。 

 

○ 図書室の本やインター

ネットでの調べる活動を

行い，課題解決を図る。 

○ 栄養教諭と連携を図り，

振り返りの場面で自分た

ちの活動や気付きについ

て称賛やアドバイスをも

らう。 

○ 「健康的な食生活をする

ためには，どうしたらよい

か」と問い，意欲を高める。 

 

 

 

 

○ 既習した「生活習慣病の

予防」「栄養バランス」「Ｓ

ＤＧｓ」の視点から献立を

考えることができるよう

に促す。 

 

 

 

 

 

○ クラゲチャートを活用

していろいろな視点から

整理し，まとめることがで

きるようにする。 

 

○ グループが作った献立

【思・判・表】【食(健)】 

自分自身の生活を見つめ

直し，実験を通して，課題

を設定し，課題解決に向け

て計画を立てることができ

る。（発言分析・記述分析） 

【知・技】 

調べたい資料を適切な方

法を選択して調べることが

できる。（行動分析） 

 

 

 

 

【思・判・表】【食(健)】 

目的，意図に応じて分か

りやすくまとめ，工夫して

表現することができる。（発

言分析） 

 

 

【主】【食(重)】 

「食」に関心をもち，意欲

的に学習に取り組もうとし

ている。 

 

【主】 

他者と意欲的に関わり，

探究活動に進んで取り組も

うとしている。（行動分析） 

 

【知・技】 【食(選)】 

効果的な手段を理解し，

比較，分類，関連付けをす

る方法を身に付けている。

（発言分析・記述分析） 

 

【思・判・表】 
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（５）グループで作った献立

を発表し，友達やＧＴに

アドバイスをもらう。 

 <本時 2/2>② 

 

（６）アドバイスを基に修

正し献立を作り直す。

①    

 

（７）もう一度発表する。   

  ① 

 

４ 学習の振り返りを行 

う。① 

を見直し，栄養教諭に具体

的なアドバイスをもらう

ようにする。 

 

 

○ アドバイスを基に修正・

改善を行い，健康的な食生

活を工夫することができ

るようにする。 

【食(重・健)】 

自分の思いや考えを進ん

で発表し，他者と交流する

ことができる。（発言分析・

記述分析） 

【知・技】【食(健)】 

探究的な学習のよさを理

解することができる。（発言

分析・行動分析） 

 

 

 

 

 

 

 

【主】【食(重)】 

自分自身の生活を見つめ

直し，これからの生き方に

生かそうとすることができ

る。（発言分析・記述分析） 

 

６ 本時の学習 令和２年１２月１１日（金） 第５校時  於６年１組教室 

 （１）主 眼 グループで考えた 1 食分の献立を発表したり，アドバイスをし合ったりたりす

る活動を通して，「ＳＤＧｓ」を意識した「バランスのよい食事」について考える

ことができるようにする。 

   ＜食育の視点＞ 日常の食事に関心をもち，栄養のバランスのとれた食事の大切さが理解

できるようにする。【食事の重要性・心身の健康】 

（３）準   備 ワークシート 発表資料 

 （４）展   開  

主な学習活動 ○指導・支援上の留意点 

【観点】評価規準（評価方法） 

１ 前時の学習を想起し，本時の

めあてを確かめる。 

 

 

 

 

○ 前時の振り返りを基に，本時の学習の見通しを確

認する。 

 

 

 

 

めあて 

グループで考えた献立を発表して，アドバイスをもらい，よりよい献立について

話し合おう。 
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２ 本時の時間の流れを確認す

る。 

 

 

 

 

３ 朝食・昼食・夕食グループの

発表を聞き，よい点や修正点な

ど話し合う。 

 

 

 

 

 

４ 栄養教諭のアドバイスを聞

く。 

 

 

 

５ 本時を振り返り，次時のめあ

てを確認する。 

○ 伝え合いのポイントを確認し，双方向の伝え合い

ができるようにする。 

 

 

 

 

【思・判・表】 【食(重・健)】 

自分の思いや考えを進んで発表し，他者と交流する

ことができる。（発言分析・記述分析） 

○ 全部のグループが考えた献立は，「生きていくた

めに必要なこと（健康・環境）」を考えながら作っ

ていることを称賛し，これからも大切にしていきた

いという気持ちを高める。 

 

○ ＧＴは，食事の重要性や心身の健康を保持増進さ

せるうえで，望ましい栄養や食事のとり方に気付い

ているグループや内容を称賛し，さらにより良い献

立を作ろうとする意欲を高める。 

 

○ 児童の振り返りでは，友達やＧＴのアドバイスを

聞いて自分の考えが変わった児童や次時への意欲を

高めている児童を見取り，意図的に指名する。そうす

ることで，本時のまとめとし，次時への意欲を高め，

学習内容の見通しを立てる。 

                                                    

７ 授業の実際 

学習活動 教師のはたらきかけと児童の反応 

１ 前時学習を想起し，本時のめ

あてを確かめる。 

 

 

 

２ 本時の時間の流れを確認す

る。 

 

３ 朝食・昼食・夕食グループの  

 発表を聞き，よい点や修正点な 

 ど話し合う。 

○ 前時の振り返りを基に，本時の学習の見通しを確

認する。 

Ｔ 今日は後半グループです。 

 

 

Ｔ 「よりよい」とは，どういうこと？ 

Ｃ もっとよいものにするということ。 

○ 伝え合いのポイントを，双方向の伝え合いができ

るように確認する。（全員が声を出して読む。） 

 

 

伝える側・・・自分たちの考えた献立を，相手に分かりやすく伝える。 

聞く側・・・・相手の考えを受け止めながら聞き，良い点や「もっとこうしたらよ

いね」（修正点），感じたことを伝える。 

めあて 

グループで考えた献立を発表して，アドバイスをもらい，よりよい献立に

ついて話し合おう。 
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<昼食グループ>抜粋 

Ｃ 今から昼ご飯チームの発表をはじめます。 

  私たちが考えた SDGｓのグルメは６つあります。   

１つ目は地域の野菜を使った「肉じゃが」です。   

じゃがいもの・人参・玉ねぎは地域のものを使い  

ます。じゃがいもは，皮ごと丁寧に洗い，（画用   

紙で作った包丁を見せながら）包丁のこの部分 

で，芽の部分を切り取ります。人参の皮は，ピーラーでむきます。むいた人参の皮は

後で使うので取っておきます。玉ねぎの皮も後で使うので捨てないでください。SDGｓ

の視点から見ると⑧番の働きがいと経済成長，⑮番の陸の豊かさを守ろうに当てはま

ります。牛肉も国産のものを使うとよ

いです。この肉じゃがは，黄・赤・緑の

グループ全部に当てはまっていて，栄

養もばっちりです。 

２つ目のグルメは「とろろこんぶ汁」

です。塩・けずりぶし・しょうゆは国産

のものを使います。ねぎは，地元のもの

を使います。すると⑧番の働きがいも 

    経済成長に当てはまります。 

Ｃ ３つ目は「シンプルピラフ」です。米は猿喰の米を使い，とぎ汁は畑にまきます。こ

こで取っておいた玉ねぎの皮をに水に浸して，炊飯器の中に入れます。玉ねぎの皮から

栄養が出るからです。とうもろこしも，地元のものを使います。人参の皮・じゃがいも

は，さっき肉じゃがで使った残りを使います。 

４つ目は「キャベツのアーモンドあえ」です。キャベツは地元のものを使います。芯

も使うので捨てないでください。そうすることで SDGｓの⑧⑮番も達成することができ

ます。 

５つ目は「キャベツのしんで，きんぴらいため」です。キャベツ・人参は地元のもの

を使います。ここで，芯を使います。芯には葉の約２倍のカルシウムが含まれています。

味付けは，みりん・しょうゆ・ごま油で，ピリッとさせるために一味とうがらしを入れ

ます。 

６つ目は「糖質オフオレンジピールチョコクッキー」です。このクッキーは糖質オフ

伝える側・・・自分たちの考えた献立を，相手に分

かりやすく伝える。 

聞く側・・・・相手の考えを受け止めながら聞き，

良い点や「もっとこうしたらよいね」

（修正点），感じたことを伝える。 

オリジナルのこん立てを発表している児童 

具体物を作って，料理方法も伝えている場面 
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なので，生活習慣病を意識して作りました。卵とみかんは地元のものを使い，材料は，

みかんの皮・牛乳・卵・大豆粉・アーモンドプードル。アーモンドプードルとは，アー

モンドをくだいて，粉末状にしたものです。そして，高カカオチョコを入れます。好み

でくるみを入れてもいいです。 

 

Ｃ 以上です。アドバイスをください。 

Ｃ はい！いろいろな皮を使っているところがいいと思いました。 

Ｃ 地元のものを使っているところが良かったで 

す。レシピが細かく，分かりやすかったです。 

Ｃ 地元は地元でも，もっとくわしく調べると良 

かったと思います。 

Ｃ 塩・しょうゆ・油など多くて，体に悪い感じ 

がしました。 

Ｃ こん立てが多い感じがしたので，量を考えれ 

ばいいかと思いました。 

４ 栄養教諭のアドバイスを聞

く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 本時を振り返り，次時のめあ

てを確認する。 

GT 前回もみんな，素晴らしいなと思ったけれども， 

今日も SDGｓを考えながら，すべて自分たちの力で

献立を考えたことがすごいなと思いました。みんな

からのアドバイスにもありましたが，先生も「こん

なに食べられる？」と思ったところもありました。

ボリュームや量は大切なことです。 

  また「地元のものを使う」と，地産地消のことを

考えていたことは素晴らしいのですが，「本当に地

元で栽培された商品が手に入るのか。」まで考える

ことが大切です。最後に朝食ですが，メニューは，

とってもおいしそうで工夫されているよね。でも，

朝を想像してみて。バタバタしているよね。そんな

中，これ，作れそう？朝は手早く作れるのがいいか

もしれませんね。時間・材料など，実際に「これな

らできる！」という献立を考え，実践してほしいと

思いました。 

Ｔ さて，すべてのグループの SDGｓグルメを発表が

終わりました。いかがでしたか？ 

Ｃ 私のチームは，量が多かったので，少し減らそう

と思いました。地域のもの，国産のものと簡単に言

っているけど，本当に地元のものがそんなにそろう

のか，調べていこうと思いました。 

Ｃ SDGｓのつくる責任・つかう責任が守れていたこ

ゲストティーチャーとして，栄養教諭
にアドバイスをしてもらっている場面 

前時でアドバイスを受けた児童，ポイントを
理解し，的確に発表しようとしている場面 
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とに，気づかなかったから，知らないうちに SDGｓ

が達成できていることもあるということが分かり

ました。 

Ｃ 授業だけでなく，日常でも考えられるようにした

いです。 

Ｃ ふだん捨てるみかんの皮を使うなんて，すごいな

と思いました。また，卵の殻や米のとぎ汁を畑にま

く，これは，すぐに家で実行できそうです。 

 

                                                    

＜考察＞ 

 手立て１つながりや関わりを豊かに創り出す子どもを育む条件を備えた地域素材の教材化 

  松ヶ江北小学校校区は，北西に山々が広がり，南東には周防灘があるなど豊かな自然に恵ま

れ，古くから農村・漁村として栄えてきた。また，猿喰新田をはじめとした美しい田畑が広が

っており，毎年，ボランティアの方に協力していただきながら，野菜づくり体験を行った。 

  総合的な学習において，３年生「松北大豆大作戦」，４年生「我が町の誇り猿喰新田！ＰＲ

大作戦！」，５年生「パラスポーツ de バリアフリー ～Ｉ’m possible～」，６年生では３

年間の実践の積み重ねの集大成で，他教科等で習得した知識・技能を生かしてＳＤＧｓの視点

と関連付けて，本気の伝え合いを行った。小学校６年間の学びの積み重ねは，子ども一人一人

に大きな可能性を育んできた。本実践は，自分の将来像と今の自分とを結び付け，今の自分に

できることを具体的に考えようとすることができた。まさに，健康でなければ夢の実現に至ら

ないのである。「食べること」は，「生きること」，持続可能な開発目標ＳＤＧｓを意識しなが

ら，「食」に関する知識と「食」を選択する力を習得し，自分にできる健全な食生活を本気で

考えたり，自分の良さや可能性に気付き，自分の生き方につなげたりすることができた。 

 

手立て２地域の「ひと・もの・こと」とのつながりや関わりを大切にした学習過程の工夫 

  子どもの興味・関心，教師の願い（どのような資質・能力を育てたいのか），学習活動・教

材の特性の３つの要素を踏まえ，およその単元の概要を思い描きながら設定した。子どもの主

体的で粘り強い問題の解決や探究活動を生み出すには，子どもの関心や疑問を重視し，適切に

取り扱うことが重要であると考えた。問題の解決や探究活動の展開において，意図した学習を

効果的に生み出していくようにするためには，見取る力を教師が高めなければならないと感じ

た。評価基準を基に，関係付けたり，子どもの表情や振る舞い，発言からつないでいったりし

ていくのが，教師の存在である。 発想の段階で生まれた様々な学習活動を一連の問題解決の

流れと子どもの意識の流れに沿った展開として整え，課題の解決に向けた探究のプロセスが繰

り返し発展的に行われることをイメージしながら授業をつくっていく。しかし，それは教師が

導いた学びではなく，教師の教えたいことを子どもの学びたいものへと，学びをコーディネー

トしたものである。 

  本単元は，「課題の設定」「情報の収集」「整理・分析」「まとめ・表現」という探究のプロセ
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スがスパイラルに連続していった。その際，その連続が高まることで，課題が新たに更新さ

れ，また「調べてみたい」という探究心が生まれることが重要だと考えた。また，活動だけで

終わってしまうのではなく，子どもたち一人一人の学びの向かう先はどこなのか，子どもたち

がどのような概念を形成するかという，認識の高まりをゴールとして教師は常に描き続けてお

くことが大切である。 

   

  手立て３気付きの質やものの見方，考え方を高め，学びの深まりを実感するための話し合

い活動の工夫 

  ①話合い活動に効果的な思考ツールの活用 

  （ア）クラゲチャートで，材料・栄養素・ＳＤＧｓの視点など関係付ける。 

     このクラゲチャートを活用することで，相手の考えや内容 

などを視覚的に捉え，それを基に比較検討をするなど子ども 

同士の対話の足場をつくった。互いの話に関心をもち，相手 

の発言を受けて話をつなぐことができた。 

 

 

  （イ）色から見とれる視覚化カード 

（三色食品群（五大栄養素）○カード，短冊カード，オリジナルカード） 

 

 

 

                                           

 

 

 

（ウ）ＩＣＴの活用 

    学習に対する興味関心を高めたり，集中して取り組めた 

り，楽しく学習に挑むことができた。インターネットを用 

いた探索型学習やプレゼンテーション等での活用は，効果 

的なツールとして機能した。 

 

 

 

 

 

料理名を立て，メニューに関する情報を書き
出している子どものワークシート 

良い点⇒ピンクの短冊  改善点⇒ブルーの短冊 

「ぱっ」と見て，分かる 
板書の工夫 
 
黄色…炭水化物・脂質 
 
赤色…たんぱく質 
     無機質 
 
緑色…ビタミン 

インターネットを用いて，ＳＤＧｓを意識したグルメ開発中 

プレゼンテーションをしながら，オリジナルカードで分
かりやすく提示する。この丸型は，クラゲチャートからア
イデアが生まれ，順を追って，貼り出している場面 



29 

 

②教室環境 

  「大切なポイント」をいつでも思い出せるよ

うに学習のあしあとを教室に掲示した。日々の

生活の中でふと思った時，「掲示物を見て，そっ

か！」と思い出し，問題解決をしたり，掲示物

を見ることで，自分の食生活を振り返ったりす

るなど，掲示物の活用は，有効であったといえ

る。 

＜成果＞ 

他教科との連携によって食生活に関する授業

を展開し，ＳＤＧsの視点を意識しながらの学習

は，子どもが様々な問題について思考し，知識

や情報を基にアイデア満載の献立を考えたり，

表現したりする主体的・対話的で深い学びの機

会となった。また，教科等と給食の時間におけ

る「食」に関する指導を密接に関連付け，繰り

返し指導したり，関連の深い教科等を中心にし

つつ，教科等を横断して指導したりしたこと

で，「食」に関する知識や理解を深めることがで

きた。さらに，既習したことを生かしながら，誰もが健康で，安心な食生活を送ることがで

きる社会の実現に向けての思いを確かにしていこうとする子どもの姿が見られた。 

単元を通して，「食の専門家」である栄養教諭との連携を図りながら実践することができ

た。「食材の種類や栄養と健康との関わりについて」や，ねらいに合わせて気付かせたいこ

となど，的確にアドバイスを行ってもらうなど，授業の中で相乗効果をもたらした。 

この学習を通して，広い視野に立って子どもたち自身の学びを意味付けることにつなが

り，「健康で，明るい社会で生きていくためには，食は欠かせないものである」という主体

的な意識を芽生えさせていったと捉える。 

＜課題＞ 

食生活がグローバルな社会・経済・環境とつながっているということを学ぶ機会として，

栄養教諭の協働により，総合的な学習の時間に縛られることなく，各教科・領域や特別活動

など，学校教育活動全体を通して適切に進めていくことが望ましいと考える。そこで，次年

度は，食に関する指導の全体計画を更に見直し，各学年の発達段階に応じた指導を進めてい

くことが重要である。 

また，「家庭や地域との連携を図りながら，主体的に取り組む学習 の充実」が今後もより

一層求められている。 

 

 

 

前時で発表したグループのこん立てメニュー 

体育科・総合的な学習の時間 
「生活習慣病」について調べ，まとめたもの 
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３ 日常における「食」に関する取組 

（１）食に関する指導 

①給食の時間における指導 

ア １年生 給食で初めての煮魚に挑戦 

     魚の食べ方を手作りの資料で栄養教諭が指導し，日 

頃，魚を食べ慣れていない児童に食べる意欲を持たせ 

ることができた。 

 

イ 「関門海峡たこ」の生産者との交流 

    地元のたこ漁師さんを招き，たこの特徴や漁の仕方， 

   苦労話などを聞くと共に，実物を見たり，触ったりして 

食材に興味関心を 

持ち，楽しく味わ 

うことができた。 

 

 

 

 

   ウ 給食の時間の放送 

コロナ禍の中，会話を控えながら落ち着いて食事ができるように静かな音楽を流して， 

放送内容にも配慮した。毎日の献立放送については，和食献立，郷土料理，行事食，カ 

ミカミ献立，旬の食材，地産地消，食事マナーなど，その日の献立に応じたテーマでコ 

メントを栄養教諭が作成し，放送委員会の児童が放送を担当している。 

 

②他教科と関連付けた指導 

食に関する指導の全体計画に基づいて，栄養教諭と担任がＴＴ授業を行った。 

ア ６年生家庭科「工夫しよう おいしい食事」では、一食分の献立を考える学習の中で， 

修学旅行でのバイキング方式の食事の写真から普段の食生活を振り返り，給食献立と比 

較しながら健康的な食生活ついて考えさせた。既習の「ゆでる」，「炒める」調理法を使 

い，自分でできるバランスの良い食事を実践するための計画から調理実習までを，計画 

的に行った。 

 

イ ２年生生活科「大きくなあれ わたしのやさい」で 

は，なす，トマト，ピーマンなどの夏野菜を育て、収穫 

された夏野菜を使って野菜パーティーを行った。普段 

は野菜が苦手な児童も，自分が育てた野菜で作ったカ 

レーライスでは野菜に愛着を持ち，食べようとする意 

欲を持たせることができた。 
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ウ 教室掲示用のイラスト献立表（配膳図）を英語で作成 

 

 

 

 

 

 

 

   高学年は教室に掲示し，身近 

な給食を通して英語に親しむ機 

会となっている。 

 

（２）家庭・地域との連携・啓発 

  ①学校ホームページの食育コーナー 

保護者，地域へ「食」の情報発信を行うため，

学校のホームページに食育コーナーを開設し、毎

日の給食の様子を掲載している。今後，研究の様子

などを広く発信する予定である。 

 

②「たべもの通信」の発行 

   「食」への関心を高めるために食育だより「たべ

もの通信」を発行している。季節や学校内の取り組

みに合わせた内容を考え，児童も読みやすいように

工夫している。 
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③給食試食会・学校保健委員会の開催（保護者） 

毎年，保護者対象の給食試食会を学校保健委員会と 

同じ日に開催し，保護者に参加していただいている。 

 栄養教諭の講話や給食の時間の教室参観，給食試食 

を行い，学校保健委員会には，学校医や学校歯科医も 

参加して，児童の健康や「食」について広く考える機会 

となっている。 

 

④松ヶ江北市民センターとの連携 

ア 「ふれあい農園」での食育体験活動 

  一年を通して４年生児童が地域の方と一緒に野菜の 

 栽培活動を行っている。「さつまいも」の植え付けや収 

穫は全校児童が行い，よい食育体験の場となっている。 

 

イ 給食交流会の開催 

   市民センターと連携し，年７回，給食の時間に地域 

の年長者を招いて交流を深めている。年長者との触れ 

合いをとおして，楽しく会食すると同時に，食事のマ 

ナーを体験する場となっている。 

 

（３）意図的・計画的な校内の環境整備 

①給食室前の掲示コーナー 

  １年生の生活科「がっこうだいすき」の単元で活用するため， 

給食室内の調理作業の様子を写真に撮り，掲示をして関心を持た 

せるようにした。また，学校給食週間の取り組みとして全校児童 

が給食調理士さんへの感謝のメッセージを寄せ書きにして渡し， 

掲示コーナーにも掲示した。 

 

②図書室の食育コーナー 

  食育に関連した書籍を月毎 

入れ替えて展示し，「食」への 

興味関心を高めるために意図 

的に整備した。その結果，令和 

２年度は料理や食品を含む 

「家庭科分類」の貸し出し冊 

数が令和元年度に比べて約３ 

倍に増えていた。 


